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フジクラ健康保険組合



STEP１-１ 基本情報
組合コード 20081
組合名称 フジクラ健康保険組合
形態 単一
業種 金属工業

令和3年度 令和4年度 令和5年度
被保険者数
* 平均年齢は
特例退職被保
険者を除く

5,872名
男性79.9%

（平均年齢44.5歳）*
女性20.1%

（平均年齢43.01歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*
特例退職被保険
者数

0名 -名 -名

加入者数 12,545名 -名 -名
適用事業所数 24ヵ所 -ヵ所 -ヵ所
対象となる拠点
数

24ヵ所 -ヵ所 -ヵ所

保険料率
*調整を含む

88‰ -‰ -‰

健康保険組合と事業主側の医療専門職
令和3年度 令和4年度 令和5年度
常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人)

健保組合 顧問医 0 0 - - - -
保健師等 0 0 - - - -

事業主 産業医 1 14 - - - -
保健師等 6 0 - - - -

第2期における基礎数値
（平成28年度の実績値）

特定健康診査実施率
(特定健康診査実施者数÷
特定健康診査対象者数)

全体 2,023 ∕ 5,507 ＝ 36.7 ％
被保険者 1,762 ∕ 3,867 ＝ 45.6 ％
被扶養者 261 ∕ 1,640 ＝ 15.9 ％

特定保健指導実施率
(特定保健指導実施者数÷
特定保健指導対象者数)

全体 72 ∕ 387 ＝ 18.6 ％
被保険者 72 ∕ 366 ＝ 19.7 ％
被扶養者 0 ∕ 21 ＝ 0.0 ％

令和3年度 令和4年度 令和5年度
予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人
当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円）

保健事業費

特定健康診査事業費 7,109 1,211 - - - -
特定保健指導事業費 5,044 859 - - - -
保健指導宣伝費 30,046 5,117 - - - -
疾病予防費 97,850 16,664 - - - -
体育奨励費 0 0 - - - -
直営保養所費 2,171 370 - - - -
その他 891 152 - - - -
　
小計　…a 143,111 24,372 0 - 0 -
経常支出合計　…b 3,124,030 532,021 - - - -
a/b×100 （%） 4.58 - -
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令和3年度 令和4年度

令和5年度

(歳)

(百人)
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男性（被保険者）
令和3年度 令和4年度 令和5年度
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 22人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 229人 25〜29 380人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 450人 35〜39 550人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 662人 45〜49 907人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 844人 55〜59 592人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 344人 65〜69 116人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 15人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被保険者）
令和3年度 令和4年度 令和5年度
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 10人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 77人 25〜29 106人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 108人 35〜39 134人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 174人 45〜49 264人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 171人 55〜59 102人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 71人 65〜69 17人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 1人 70〜74 -人 70〜74 -人

男性（被扶養者）
令和3年度 令和4年度 令和5年度
0〜4 302人 5〜9 426人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 479人 15〜19 529人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 285人 25〜29 21人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 8人 35〜39 2人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 1人 45〜49 2人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 0人 55〜59 0人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 1人 65〜69 4人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 0人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被扶養者）
令和3年度 令和4年度 令和5年度
0〜4 314人 5〜9 413人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 445人 15〜19 478人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 254人 25〜29 59人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 120人 35〜39 255人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 336人 45〜49 454人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 387人 55〜59 266人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 160人 65〜69 59人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 27人 70〜74 -人 70〜74 -人

基本情報から見える特徴

※各値は平成29年3月末時点
【業種】金属工業の単一健保
【事業所】事業所数24、適用事業所数24
【加入者】総加入者数12,152人（うち被保険者数5,846人）
【特徴】①母体事業主（株式会社フジクラ）のほか、グループ会社（東北フジクラ、西日本電線等）が加入している
　　　　②中規模健保である
　　　　③フジクラ健保は対象15年に設立され、フジクラ本社は東京都江東区木場である
　　　　④フジクラほか、グループ会社には全国（深川、佐倉、鈴鹿、東北、西日本）に拠点が存在する
　　　　⑤被保険者の年齢は40歳代以上に偏っており、また、男性割合が多い（82.3％）
　　　　⑥加入者全体の前期高齢者の比率は1.67%である
　　　　⑦事業主は2014年1月にフジクラグループ健康経営宣言を制定し、社員の健康を重要な経営資源の一つであると捉えている
　　　　⑧健康経営推進推進室を設置するとともに、関係部門代表（健保・人事総務・産業保健スタッフ・コーポレート企画室等）
　　　　　が参加する健康推進連絡協議会を開催し、積極的にコラボヘルス・健康経営を推進している　
　　　　⑨健保組合には医療職を採用していない
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STEP１-２ 保健事業の実施状況
保健事業の整理から見える特徴
これまでの主な保健事業は、健康診断時の特定健診・特定保健指導に加え悪性新生物検査等の実施を行い、早期発見に努めている。しかしながら、今後ますます健保財政を圧迫する医療費は慢性疾患に依るものと予測される事から、慢性疾患予防にフォーカスした
保健事業が必要と考える。
そこで、H25年度に株式会社フジクラと共同して、健康診断結果から従業員のリスクを層別し、各リスク層に応じ効果的と考えられる保健事業をスタートした。高リスク層抽出のロジックは、フジクラと広島大学との共同研究で構築中（事業費は現在は株式会社フ
ジクラが負担）。

事業の一覧
職場環境の整備
　予算措置なし 　コラボヘルス（職場環境改善）
　予算措置なし 　コラボヘルス（健康推進体制整備）
　予算措置なし 　コラボヘルス（産業医療職連携）
　予算措置なし 　コラボヘルス（事業主との情報共有会議）
加入者への意識づけ
　保健指導宣伝 　個別的情報提供（KW21-Connect）
　保健指導宣伝 　健保ホームページ運営
　疾病予防 　運動対策（歩数イベント）
　疾病予防 　飲酒対策（節酒プログラム）
　予算措置なし 　プレゼンティーイズム測定
　予算措置なし 　健康増進プログラム
　予算措置なし 　運動対策（骨太プロジェクト）
　予算措置なし 　禁煙対策（禁煙プロジェクト）
　予算措置なし 　呼吸器疾患対策（喘息・アレルギー）
　予算措置なし 　歯科対策（啓発・歯科健診）
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健康診査
　特定保健指導事業 　特定保健指導
　保健指導宣伝 　ジェネリック利用促進
　保健指導宣伝 　医療費通知
　疾病予防 　重症化予防プログラム（糖尿病性腎症）
　疾病予防 　キャンペーンコール
　疾病予防 　主婦健診
　疾病予防 　任意継続者健診（前期高齢者対策）
　疾病予防 　人間ドック
　疾病予防 　脳ドック
　疾病予防 　成人病健診（大腸、腹部超音波、前立腺、婦人科）
　疾病予防 　胃がんリスク検診（ピロリ菌検査）
　疾病予防 　胃がん健診（X線）
　疾病予防 　肝炎検査
　疾病予防 　眼底検査
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種補助
　直営保養所 　保養所の運営
　その他 　生活習慣病予防指導
　予算措置なし 　重症化予防プログラム（不整脈・心雑音）
　予算措置なし 　かくれ肥満撲滅
　予算措置なし 　家庭用常備薬斡旋
事業主の取組
　1 　職場環境改善
　2 　職場活性化プログラム
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　3 　健康診断・歯科健診
　4 　メンタルチェック
　5 　海外赴任者健康管理
　6 　健康増進プログラム
　7 　身体測定会
　8 　骨太プロジェクト（骨量増加）
　9 　プレゼンティーズム測定
　10 　隠れ肥満撲滅
　11 　禁煙
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。
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職場環境の整備
予
算
措
置
な
し

1
コラボヘルス
（職場環境改
善）

【目的】事業主の健康経営施策の位置づけ
【概要】オフィス環境改善、職場でのエクササイズ環境導
入、社員食堂のヘルシーメニュー導入等

被保険者 母体企
業 男女

18
〜
74

全員 0 - - - 5

1
コラボヘルス
（健康推進体
制整備）

【目的】フジクラグループが推進する健康経営とフジクラ
健保が推進するデータヘルス計画を効果的・効率的に推進
するための体制整備
【概要】ヘルスケア・ソリューショングループの企画のも
と、関係部門代表による健康推進連絡協議会によるコラボ
ヘルス推進

被保険者 母体企
業 男女

18
〜
74

全員 0 - - - 5

1
コラボヘルス
（産業医療職
連携）

【目的】健保保健事業（特定保健指導を含む）における産
業医療職との連携
【概要】産業医療職による健康増進施策の実施

被保険者 母体企
業 男女

18
〜
74

全員 0 - - - 5

1
コラボヘルス
（事業主との
情報共有会議
）

【目的】データヘルス計画に関する情報共有
【概要】事業主及び健保関係者によるデータヘルス計画に
関する定期会議

被保険者
被扶養者 全て 男女

0
〜
74

全員 0 - - - 5

加入者への意識づけ
保
健
指
導
宣
伝

-
個別的情報提
供（KW21-Co
nnect）

【目的】個人に向けた健康情報をポータルサイトを介して
提供し、セルフケアを推進する
【概要】健保基幹システムと連携したサイト（KW21-Con
nect）による健康情報提供

被保険者
被扶養者 全て 男女

18
〜
74

全員 1,535 - - - 5

2,8 健保ホームペ
ージ運営

【目的】健保組合からの健康保険制度、健康増進施策等の
情報提供
【概要】健保ホームページへの該当記事掲載等

被保険者
被扶養者 全て 男女

18
〜
74

全員 526 - - - 5

疾
病
予
防

1 運動対策（歩
数イベント）

【目的】活動量UP
【概要】健康増進プログラム参加者の歩数イベント完歩賞
の協賛

被保険者 全て 男女
18
〜
74

全員 900
フジクラ社員対象　7月〜8月実施　2,2
34名参加
イベント期間中平均歩数の増加2,000歩
/日

職場チーム戦導入による競争効果 無関心層へのアプローチ不足 5

5
飲酒対策（節
酒プログラム
）

【目的】お酒と楽しく付き合い、末永く飲み続けられる習
慣の獲得
※事業主による施策

被保険者 全て 男女
20
〜
74

基準該
当者 0 対象者抽出中 グループディスカッションのため、仲

間意識醸成による相乗効果
禁酒しなければならないのではとの勘
違いでプログラム参加拒否者が多かっ
た

5

予
算
措
置
な
し

5 プレゼンティ
ーイズム測定 ※事業主による施策 - - -

-
〜
-

- - - - - 5

5 健康増進プロ
グラム ※事業主による施策 被保険者 母体企

業 男女
18
〜
74

全員 - - - - 5

5 運動対策（骨
太プロジェク
ト）

※事業主による施策 被保険者 母体企
業 男女

18
〜
74 全員 - - - - 5

5
禁煙対策（禁
煙プロジェク
ト）

※事業主による施策 被保険者 母体企
業 男女

18
〜
74

全員 - - - - 5

3
呼吸器疾患対
策（喘息・ア
レルギー）

※事業主による施策 被保険者 母体企
業 男女

18
〜
74

全員 - - - - 5

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業の目的および概要
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価資格 対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因

6



3,5
歯科対策（啓
発・歯科健診
）

【目的】歯科に対する健康意識向上及び歯科疾患の予防
※事業主による施策 被保険者 母体企

業 男女
18
〜
74

全員 - - - - 5

個別の事業
特
定
健
康
診
査
事
業

3 特定健康診査 生活習慣病の早期発見 被保険者
被扶養者 全て 男女

40
〜
74

全員 9,000 被保険者はほぼ全員実施。被扶養者の
健診率が70%台

健診項目の充実。集団検診の実施。受
診出来る健診機関の多さで、受診率を
確保

被扶養者の健診受診率。受診によるメ
リットの周知不足 4

特
定
保
健
指
導
事
業

4 特定保健指導 繰り返し指導対象者への個別対応
未実施者への受診勧奨

被保険者
被扶養者 全て 男女

40
〜
74

基準該
当者 9,000 指導対象者率　24.9%→23.0%に低下

フジクラグループの健康経営宣言を受
け、組合員の意識向上が進んで来てい
る

効果が出にくい対象者のモチベーショ
ン継続 2

保
健
指
導
宣
伝

8 ジェネリック
利用促進

【目的】ジェネリック医薬品の利用率向上による医療費適
正化
【概要】ジェネリック差額通知の送付

被保険者
被扶養者 全て 男女

15
〜
74

基準該
当者 10,000 500円/月以上の効果が見込まれる対象

者へ直接通知（平成27度より実施） - - 4

8 医療費通知 【目的】医療費情報の提供
【概要】年4回（6、9、12、3月）に通知 被保険者 全て 男女

18
〜
74

全員 839 健康増進プログラム（CROSサイト）表
示 直接配付なので、必ず確認出来る 通知を廃却してしまうと、累積金額等

が判らない 5

疾
病
予
防

4
重症化予防プ
ログラム（糖
尿病性腎症）

【目的】糖尿病性腎症に起因する人工透析予防
【概要】高リスク疾病罹患者に対する、重症化を予防する
プログラムの実施

被保険者 全て 男女
18
〜
74

基準該
当者 0 対象者抽出中 個人に寄り添った指導、励まし、見守

り
周囲（即場や家族）とのコンタクト不
足 4

4 キャンペーン
コール

【目的】疾病への知識不足によるリスクの理解不足を教育
※事業主による施策 被保険者 全て 男女

18
〜
74

基準該
当者 0 対象者抽出中 直接介入による自分事化 不在時のコールバックに手間が必要 4

3 主婦健診
受診率向上のため、健診会場を設定し、集団健診実施とウ
ェルネス・コミュニケーションズ契約医療機関での受診を
選択可能

被扶養者 全て 女性
30
〜
74

全員 37,908 平成28年度
1,456人

集団健診、医療機関での受診が選択出
来る 健診の必要に対する意識の低さ 5

3
任意継続者健
診（前期高齢
者対策）

※任意継続者の健康リスク把握 被保険者
被扶養者 全て 男女

40
〜
74

その他
（特退
など）

2,219 - - - 5

3 人間ドック 【目的】疾患の早期発見
【概要】受診機関のリスト化、費用補助

被保険者
被扶養者 全て 男女

30
〜
74

全員 218 H25年度　74名実施
被保険者健診、主婦健診は項目充実さ
せているため、人間ドック受診者は少
ない

周知、啓蒙不足 5

3 脳ドック 【目的】脳疾患の発見
【概要】健保組合からの費用補助

被保険者
被扶養者 全て 男女

30
〜
74

全員 76 - - - 4

3
成人病健診（
大腸、腹部超
音波、前立腺
、婦人科）

- - - -
-

〜
-

- 22,882
平成28年度
大腸がん健診：3,769人
腹部超音波健診：3,475人
前立腺健診：736人
婦人科健診：612人

- - 5

3
胃がんリスク
検診（ピロリ
菌検査）

- - - -
-

〜
-

- 165 平成28年度
132人 - - 5

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業の目的および概要
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価資格 対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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3 胃がん健診（X
線） - - - -

-
〜
-

- 25,046 平成28年度
2,914人 - - 5

3 肝炎検査 - - - -
-

〜
-

- 1,026 平成28年度
CRP、肝炎検査等を実施 - - 5

3 眼底検査 - - - -
-

〜
-

- 4,358 平成28年度
3,338人 - - 5

3
インフルエン
ザ予防接種補
助

【目的】インフルエンザ予防
【概要】予防接種補助

被保険者
被扶養者 全て 男女

18
〜
74

全員 4,734 平成28年度
2,586人 - - 5

直
営
保
養
所

8 保養所の運営 直営保養所の利用率UPと
提携保養所におけるウエルネスプログラム利用推奨

被保険者
被扶養者 全て 男女

0
〜（

上
限
な
し）

全員 6,500 H25年度　5,124名が利用 イントラ、ホームページ、職場配付チ
ラシなどでの利用勧奨 直営保養所ならではの企画不足 1

そ
の
他

4 生活習慣病予
防指導 健保連主催の「介護・健康教室」への参加推進 被保険者

被扶養者 全て 男女
18
〜
74

全員 1,600 参加者が低迷中 社内イントラ、健保ホームページによ
る周知 PC環境の未整備対象者の存在 4

予
算
措
置
な
し

4
重症化予防プ
ログラム（不
整脈・心雑音
）

※事業主による施策 被保険者 母体企
業 男女

18
〜
74

基準該
当者 - - - - 4

4 かくれ肥満撲
滅 ※事業主による施策 被保険者 母体企

業 男女
18
〜
74

基準該
当者 - - - - 4

3 家庭用常備薬
斡旋 - - - -

-
〜
-

- - - - - 5

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．訪問指導  ８．その他
注２) １．39%以下  ２．40%以上  ３．60%以上  ４．80%以上  ５．100%

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業の目的および概要
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価資格 対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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事業主の取組

職場環境改善 職場におけるエクササイズ環境導入検証
社員食堂のヘルシーメニュー化 被保険者 男女

18
〜
74
今年度から検討開始 - 社員食堂の改善未着手 無

職場活性化プログ
ラム モデル職場で実施→対象職場の拡大 被保険者 男女

18
〜
74
職場ごとに活性度向上効果に違いが有り、これ
からその違いについての分析予定 - - 無

健康診断・歯科健
診 従業員の健康管理 被保険者 男女

18
〜
74
各事業所毎の集団検診実施（受診率99%） 集団検診のため、実施率は高い 再検査未実施者等のフォローアップ方法の確立 有

メンタルチェック 定期健康診断時にチェック、カウンセリング体制の提供、フォロー 被保険者 男女
18
〜
74
定期健康診断時に同時実施 定期健診時に実施のため、実施率は高い 職場単位でのフォロー体制の確立 無

海外赴任者健康管
理 赴任時、帰着時に加え、定期健康診断の実施、保健指導、就労管理 被保険者 男女

18
〜
74
定期健診実施状況の調査から開始 - 定期健康診断結果を踏まえた保健指導実施体制

の構築 無

健康増進プログラ
ム 健康情報の一元管理による疾病予防、健康増進活動の推進 被保険者 男女

18
〜
74
H25年度からスタート（参加率90%超） 健康経営方針に則りスタートしたため、高参加

率を達成 フジクラ以外の事業所への展開 有

身体測定会 ロコモティブシンドローム予防 被保険者 男女
18
〜
74
今年度からスタート
実施方法から検証開始

職場単位での測定スケジュール設定による、測
定実施の効率化 - 無

骨太プロジェクト
（骨量増加）

現状把握→骨量（骨密度）の見える化
→改善活動の推進 被保険者 男女

18
〜
74
事業所内設置の体組成計測定結果分析の結果、2
0代女性の骨量が低い事が判明 健康増進プログラムの浸透 効果的改善プログラムの模索 無

プレゼンティーズ
ム測定 業務遂行障害の定量測定（年1回） 被保険者 男女

18
〜
74
昨年度からスタート 繰り返しの実施勧奨 値の低い職場へのアプローチ方法の確立 無

隠れ肥満撲滅 内臓脂肪レベルの見える化
→改善活動の推進 被保険者 男女

18
〜
74
事業所内設置の体組成計測定結果分析の結果、
若年層からの対象者の多さに驚いた 健康増進プログラムの浸透 効果的改善プログラムの模索 無

禁煙
喫煙所の環境整備（受動喫煙防止）
禁煙プログラムの推奨 被保険者 男女

20
〜
74
フジクラ本社の屋内喫煙所撤廃からスタートし
た - - 有

事業名 事業の目的および概要
対象者 振り返り 共同

実施資格 性別 年
齢 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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STEP１-３ 基本分析

登録済みファイル一覧
記号 ファイル画像 タイトル カテゴリ コメント
ア 加入者構成 加入者構成の分析 -

イ 医療費 医療費・患者数分析 -

ウ 疾病別医療費 医療費・患者数分析 -

エ 高額医療費 医療費・患者数分析 -

オ 特定健診 特定健診分析 -

カ 特定保健指導 特定保健指導分析 -

10



キ 健康リスク 健康リスク分析 -

ク 生活習慣・改善意識 健康リスク分析 -

ケ 高リスク 健康リスク分析 -

コ ジェネリック 後発医薬品分析 -

サ 保健事業 その他 -

11



分析1 加入者構成

（全体）

（被保険者） （被扶養者）
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分析1 加入者構成

（全体）
※加入者数

※平均年齢
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分析1 加入者構成

（全体）

※加入者の年齢別構成比
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分析2 医療費

総医療費
（単位：円）

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

合計 1,872,628,520 1,889,081,390 1,814,621,440 1,671,065,840 1,673,963,980

入院 510,878,490 513,868,230 491,185,990 407,630,610 375,018,310

外来 763,339,110 769,642,710 747,267,320 691,458,820 710,564,240

歯科 229,352,000 230,395,440 212,216,670 215,920,080 215,416,570

調剤 369,058,920 375,175,010 363,951,460 356,056,330 372,964,860

（全体）

※2012年度を100とした場合の伸び率

入院 外来

歯科 調剤

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度
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分析2 医療費

一人当たり医療費
（単位：円）

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

合計 155,173 152,271 148,037 140,615 139,695 

入院 42,333 41,421 40,071 34,301 31,296 

外来 63,253 62,038 60,962 58,184 59,298 

歯科 19,005 18,571 17,313 18,169 17,977 

調剤 30,582 30,241 29,691 29,961 31,124 

（全体）

※2012年度を100とした場合の伸び率

入院 外来

歯科 調剤

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度
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分析2 医療費

（全体）
※2016年度の一人当たり医療費
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分析2 医療費

（全体）
※2016年度の一人当たり医療費
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分析2 医療費

受診率（単位：件） 1件当たり日数（単位：日） 1日当たり医療費（単位：円）

入院 外来 歯科 入院 外来 歯科 入院 外来 歯科

合計 7.4 595.3 159.7 8.59 1.42 1.72 49,073 7,034 6,563 

0～4歳 16.2 1,036.5 82.0 6.53 1.61 1.30 51,854 6,312 5,744 

5～9歳 2.9 808.1 237.1 5.52 1.44 1.42 79,939 4,990 6,304 

10～14歳 3.9 566.4 148.1 13.74 1.40 1.36 33,712 5,478 6,257 

15～19歳 2.9 385.6 87.4 6.46 1.32 1.63 74,566 6,106 6,862 

20～24歳 5.5 335.6 100.7 6.81 1.30 1.93 50,982 5,105 7,275 

25～29歳 8.9 356.2 111.8 6.18 1.34 1.83 45,053 5,811 6,573 

30～34歳 9.2 445.0 142.5 5.21 1.39 1.83 42,125 6,884 6,629 

35～39歳 7.5 458.4 153.6 8.29 1.34 1.74 35,532 6,543 6,689 

40～44歳 7.1 491.7 157.6 10.56 1.35 1.80 42,545 7,371 6,676 

45～49歳 6.1 526.9 155.1 10.20 1.38 1.91 51,892 8,353 6,696 

50～54歳 5.9 628.7 197.5 6.37 1.34 1.81 66,302 8,901 6,600 

55～59歳 9.0 874.4 215.6 8.25 1.45 1.76 84,628 7,645 6,318 

60～64歳 12.7 969.9 279.4 7.38 1.50 1.78 59,375 9,014 6,399 

65～69歳 37.0 1,141.6 299.4 16.81 1.56 1.85 32,505 9,238 6,767 

70～74歳 8.2 1,442.9 161.2 8.00 1.54 2.30 74,341 6,131 6,163 

総医療費（単位：円） 1人当たり医療費（単位：円）

入院 外来 歯科 調剤 入院 外来 歯科 調剤

合計 375,018,310 710,564,240 215,416,570 372,964,860 31,296 59,298 17,977 31,124 

0～4歳 38,942,440 74,915,970 4,336,630 26,584,200 54,849 105,515 6,108 37,443 

5～9歳 11,031,560 50,753,460 18,489,020 31,488,980 12,622 58,070 21,154 36,029 

10～14歳 18,069,530 43,054,830 12,501,690 23,929,550 18,179 43,315 12,577 24,074 

15～19歳 13,496,420 29,597,080 9,283,850 13,769,190 14,177 31,089 9,752 14,463 

20～24歳 11,114,000 13,002,620 8,235,350 7,356,210 19,096 22,341 14,150 12,640 

25～29歳 13,921,480 15,469,610 7,532,910 7,067,780 24,904 27,674 13,476 12,644 

30～34歳 15,375,600 32,472,960 13,177,610 12,146,560 20,178 42,615 17,293 15,940 

35～39歳 23,557,700 42,876,280 19,158,100 21,942,170 22,017 40,071 17,905 20,507 

40～44歳 51,650,170 79,161,880 30,681,360 47,581,000 31,863 48,835 18,927 29,353 

45～49歳 47,118,380 88,312,550 28,885,640 46,787,880 32,428 60,779 19,880 32,201 

50～54歳 24,929,490 74,992,660 23,515,650 46,224,100 24,979 75,143 23,563 46,317 

55～59歳 44,683,670 69,026,470 16,982,700 38,315,020 62,935 97,220 23,919 53,965 

60～64歳 27,609,330 64,870,890 15,735,320 27,750,850 55,776 131,052 31,789 56,062 

65～69歳 31,139,620 25,368,560 5,779,070 14,660,120 202,205 164,731 37,526 95,196 

70～74歳 2,378,920 6,688,420 1,121,670 7,361,250 48,549 136,498 22,891 150,230 

※2016年度
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分析3 疾病別医療費
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分析5 特定健診受診状況

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

該当人数
(人)

構成比
(%)

計 1,332 100.0

1 × × × × 20 1.5
2 × × × ○ 15 1.1
3 × × ○ × 5 0.4
4 × × ○ ○ 25 1.9
5 × ○ × × 0 0.0

6 × ○ × ○ 0 0.0
7 × ○ ○ × 3 0.2
8 × ○ ○ ○ 13 1.0
9 ○ × × × 14 1.1
10 ○ × × ○ 17 1.3
11 ○ × ○ × 56 4.2
12 ○ × ○ ○ 863 64.8

13 ○ ○ × × 2 0.2
14 ○ ○ × ○ 13 1.0
15 ○ ○ ○ × 12 0.9

16 ○ ○ ○ ○ 274 20.6

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

該当人数
(人)

構成比
(%)

計 595 100.0

1 × × × × 200 33.6
2 × × × ○ 28 4.7
3 × × ○ × 10 1.7
4 × × ○ ○ 15 2.5
5 × ○ × × 3 0.5

6 × ○ × ○ 4 0.7
7 × ○ ○ × 3 0.5
8 × ○ ○ ○ 7 1.2
9 ○ × × × 27 4.5
10 ○ × × ○ 18 3.0
11 ○ × ○ × 19 3.2
12 ○ × ○ ○ 181 30.4

13 ○ ○ × × 4 0.7
14 ○ ○ × ○ 4 0.7
15 ○ ○ ○ × 7 1.2

16 ○ ○ ○ ○ 65 10.9

下記の3つの条件を満たすものを対象とする。

①資格取得年月日が2014年3月31日以前である。

②資格喪失年月日が2016年4月1日以降である。

③年齢が44歳以上75歳未満を対象とする。

(2013年～2016年において特定健診対象の40歳未満の加入者を除外するため)

（被保険者） （被扶養者）
※40歳以上
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分析6 特定保健指導該当率

特定保健指導該当率
（単位：％）

合計 積極的支援該当率 動機づけ支援該当率

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

合計 23.9 26.0 10.0 15.8 17.7 2.5 8.2 8.3 7.5 
40～44歳 25.6 27.1 14.6 18.0 19.6 6.3 7.6 7.5 8.3 

45～49歳 22.6 24.6 9.3 14.6 16.5 1.9 8.0 8.1 7.4 
50～54歳 24.0 27.0 9.6 16.7 20.2 0.0 7.3 6.9 9.6 
55～59歳 21.5 23.4 6.5 15.6 17.2 3.2 5.8 6.1 3.2 
60～64歳 26.9 29.3 7.1 14.6 16.4 0.0 12.3 12.9 7.1 
65～69歳 30.0 31.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0 31.0 0.0 

70～74歳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

【再掲】
40～64歳 23.8 25.9 10.1 16.1 18.1 2.5 7.7 7.8 7.5 

65～74歳 30.0 31.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0 31.0 0.0 

（被保険者）
※40歳以上

※データ取得時点が異なるため、一部の数値が特定健診等実施報告（国への報告）と異なる
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分析7 健康リスク

BMIリスク割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 28.6 30.0 18.7 
40～44歳 29.1 30.3 20.8 
45～49歳 26.7 27.7 20.4 
50～54歳 30.9 33.3 19.2 
55～59歳 30.6 31.6 22.6 
60～64歳 25.8 28.6 4.3 
65～69歳 25.0 25.6 0.0 

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 28.7 30.2 18.8 

65～74歳 25.0 25.6 0.0 

腹囲リスク割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 40.6 44.8 12.0 
40～44歳 37.0 40.1 14.6 
45～49歳 38.0 41.7 13.0 
50～54歳 42.2 49.0 9.6 
55～59歳 44.7 48.6 12.9 
60～64歳 42.4 46.9 8.7 
65～69歳 52.5 53.8 0.0 

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 40.3 44.5 12.0 

65～74歳 52.5 53.8 0.0 

（被保険者）
※40歳以上

31



分析7 健康リスク

血糖リスク割合
空腹時（単位：％）

合計 男性 女性

合計 34.1 36.9 15.4
40～44歳 22.8 24.8 8.3
45～49歳 25.5 27.7 11.1
50～54歳 36.0 40.6 13.7
55～59歳 43.8 46.0 25.8
60～64歳 51.0 53.8 30.4
65～69歳 67.5 69.2 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 33.3 36.0 15.5

65～74歳 67.5 69.2 0.0

HbA1cリスク割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 35.6 35.7 34.8
40～44歳 26.1 26.9 20.0
45～49歳 23.7 24.9 14.9
50～54歳 35.4 35.2 36.6
55～59歳 44.4 42.9 56.7
60～64歳 59.3 58.1 68.2
65～69歳 60.5 59.5 100.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 34.9 35.0 34.4

65～74歳 60.5 59.5 100.0

（被保険者）
※40歳以上

血圧リスク割合
収縮期（単位：％）

合計 男性 女性

合計 23.4 24.6 14.8
40～44歳 15.4 16.4 8.3

45～49歳 18.2 19.3 11.1
50～54歳 24.6 26.1 17.3
55～59歳 30.6 31.2 25.8
60～64歳 29.8 31.4 17.4
65～69歳 62.5 64.1 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 22.4 23.5 14.9

65～74歳 62.5 64.1 0.0

血圧リスク割合
拡張期（単位：％）

合計 男性 女性

合計 21.7 22.9 13.4
40～44歳 14.4 15.3 8.3

45～49歳 20.9 21.8 14.8
50～54歳 22.6 24.1 15.4
55～59歳 31.0 32.4 19.4
60～64歳 22.7 24.6 8.7
65～69歳 25.0 25.6 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 21.6 22.9 13.5

65～74歳 25.0 25.6 0.0
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分析7 健康リスク

中性脂肪リスク割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 25.4 28.1 6.7 
40～44歳 24.6 26.8 8.3 
45～49歳 20.9 23.5 3.7 
50～54歳 27.6 32.1 5.8 
55～59歳 29.6 31.6 12.9 
60～64歳 27.3 30.3 4.3 
65～69歳 22.5 23.1 0.0 

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 25.4 28.2 6.7 

65～74歳 22.5 23.1 0.0 

HDLCリスク割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 4.7 5.3 0.5 
40～44歳 5.6 6.3 0.0 
45～49歳 3.9 4.5 0.0 
50～54歳 3.7 4.4 0.0 
55～59歳 6.0 6.3 3.2 
60～64歳 4.0 4.6 0.0 
65～69歳 5.0 5.1 0.0 

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 4.7 5.3 0.5 

65～74歳 5.0 5.1 0.0 

（被保険者）
※40歳以上

LDLCリスク割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 53.3 54.0 48.8
40～44歳 56.2 59.4 33.3

45～49歳 51.7 53.4 40.7
50～54歳 58.1 59.0 53.8
55～59歳 47.5 46.2 58.1
60～64歳 52.0 49.1 73.9
65～69歳 52.5 51.3 100.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 53.3 54.1 48.6

65～74歳 52.5 51.3 100.0
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分析8 生活習慣・健康意識

定期的運動なし割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 71.3 70.5 77.4
40～44歳 72.7 71.6 81.5
45～49歳 77.1 77.8 68.8
50～54歳 66.3 63.3 81.5
55～59歳 68.1 68.1 68.2
60～64歳 73.1 71.6 84.6
65～69歳 52.6 50.0 100.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 71.7 71.0 77.1

65～74歳 52.6 50.0 100.0

歩くのが遅い割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 57.3 57.6 54.7
40～44歳 58.8 60.2 48.1
45～49歳 63.8 63.9 62.5
50～54歳 58.4 57.6 63.0
55～59歳 50.5 51.9 40.9
60～64歳 53.7 52.6 61.5
65～69歳 42.1 38.9 100.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 57.6 58.1 54.3

65～74歳 42.1 38.9 100.0

（被保険者）
※40歳以上

10kg増加した割合
20歳から（単位：％）

合計 男性 女性

合計 43.1 45.7 23.6
40～44歳 47.1 48.8 33.3

45～49歳 35.7 35.1 43.8
50～54歳 41.0 46.0 14.8
55～59歳 45.6 49.4 18.2
60～64歳 47.2 52.6 7.7
65～69歳 47.4 50.0 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 43.0 45.6 23.8

65～74歳 47.4 50.0 0.0

3kg増減した割合
1年間で（単位：％）

合計 男性 女性

合計 19.4 18.8 24.5
40～44歳 26.9 25.6 37.0

45～49歳 20.6 20.7 18.8
50～54歳 15.7 14.4 22.2
55～59歳 12.6 11.3 22.7
60～64歳 17.6 17.9 15.4
65～69歳 21.1 22.2 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 19.4 18.7 24.8

65～74歳 21.1 22.2 0.0
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分析8 生活習慣・健康意識

就寝前夕食の割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 30.8 33.2 12.3
40～44歳 39.1 42.7 11.1
45～49歳 29.5 30.9 12.5
50～54歳 33.1 34.5 25.9
55～59歳 24.2 27.5 0.0
60～64歳 22.2 24.2 7.7
65～69歳 31.6 33.3 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 30.8 33.2 12.4

65～74歳 31.6 33.3 0.0

夕食後間食の割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 17.1 16.4 22.6
40～44歳 22.3 22.3 22.2
45～49歳 18.1 16.0 43.8
50～54歳 18.1 16.5 25.9
55～59歳 12.6 13.1 9.1
60～64歳 11.1 10.5 15.4
65～69歳 10.5 11.1 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 17.3 16.5 22.9

65～74歳 10.5 11.1 0.0

（被保険者）
※40歳以上

朝食を抜く割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 17.1 18.0 10.4
40～44歳 23.9 25.1 14.8

45～49歳 17.6 18.6 6.3
50～54歳 15.7 16.5 11.1
55～59歳 14.8 15.6 9.1
60～64歳 9.3 9.5 7.7
65～69歳 5.3 5.6 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 17.4 18.3 10.5

65～74歳 5.3 5.6 0.0

早食いの割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 33.7 33.8 33.0
40～44歳 37.6 38.6 29.6

45～49歳 33.8 34.5 25.0
50～54歳 30.7 31.7 25.9
55～59歳 33.5 33.1 36.4
60～64歳 28.7 25.3 53.8
65～69歳 42.1 38.9 100.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 33.6 33.7 32.4

65～74歳 42.1 38.9 100.0
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分析8 生活習慣・健康意識

毎日飲酒する割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 43.1 46.1 19.8
40～44歳 42.0 43.1 33.3
45～49歳 37.1 39.2 12.5
50～54歳 42.8 48.2 14.8
55～59歳 46.7 50.6 18.2
60～64歳 50.9 56.8 7.7
65～69歳 47.4 44.4 100.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 43.0 46.2 19.0

65～74歳 47.4 44.4 100.0

3合以上飲酒割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 5.6 6.0 1.3
40～44歳 6.3 6.6 4.2
45～49歳 6.0 6.3 0.0
50～54歳 3.9 4.5 0.0
55～59歳 7.0 7.6 0.0
60～64歳 3.2 3.5 0.0
65～69歳 6.3 6.7 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 5.5 6.0 1.3

65～74歳 6.3 6.7 0.0

（被保険者）
※40歳以上

睡眠不足の割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 28.5 27.8 34.0 
40～44歳 30.3 30.3 29.6 

45～49歳 31.0 29.4 50.0 
50～54歳 31.3 28.8 44.4 
55～59歳 24.2 24.4 22.7 
60～64歳 24.1 25.3 15.4 
65～69歳 21.1 16.7 100.0 

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 28.7 28.0 33.3 

65～74歳 21.1 16.7 100.0 

喫煙の割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 31.3 34.4 10.1 
40～44歳 34.9 37.8 14.6 

45～49歳 30.3 32.4 16.7 
50～54歳 30.2 35.3 5.8 
55～59歳 32.8 36.0 6.5 
60～64歳 28.8 32.6 0.0 
65～69歳 15.0 15.4 0.0 

70～74歳 0.0 0.0 0.0 

【再掲】
40～64歳 31.7 34.9 10.1 

65～74歳 15.0 33.3 0.0 
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分析8 生活習慣・健康意識

改善意欲がない割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 30.1 30.3 28.9
40～44歳 31.6 30.8 37.0
45～49歳 30.9 31.4 27.5
50～54歳 28.8 29.2 26.9
55～59歳 29.6 29.6 30.0
60～64歳 28.8 30.1 19.0
65～69歳 25.7 26.5 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 30.2 30.4 29.0

65～74歳 25.7 26.5 0.0

保健指導希望割合
（単位：％）

合計 男性 女性

合計 32.5 31.3 40.5
40～44歳 30.0 29.0 37.0
45～49歳 33.0 31.7 41.2
50～54歳 35.4 33.5 44.2
55～59歳 32.3 31.6 37.9
60～64歳 31.7 30.2 42.9
65～69歳 34.3 35.3 0.0

70～74歳 - - -

【再掲】
40～64歳 32.5 31.2 40.7

65～74歳 34.3 35.3 0.0

（被保険者）
※40歳以上
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分析9 高リスク保有者

肥満
（単位：人）

服薬あり 服薬なし

受診勧奨判定値 保健指導判定値 受診勧奨判定値 保健指導判定値

うち喫煙者 うち喫煙者 うち喫煙者 うち喫煙者

脂質のみ 2 1 6 6 31 15 32 16 

血圧のみ 2 1 2 0 2 2 7 3 

血糖のみ 4 3 10 4 0 0 17 8 

血圧＋脂質 8 1 5 0 30 18 11 1 

血糖＋脂質 15 7 17 8 59 33 27 18 

血糖＋血圧 14 4 5 3 8 2 4 1 

血糖＋血圧＋脂質 46 18 10 4 44 28 10 5 

（被保険者）

非肥満
（単位：人）

服薬あり 服薬なし

受診勧奨判定値 保健指導判定値 受診勧奨判定値 保健指導判定値

うち喫煙者 うち喫煙者 うち喫煙者 うち喫煙者

脂質のみ 8 0 5 3 51 32 83 34 

血圧のみ 0 2 5 1 15 5 17 6 

血糖のみ 5 4 20 0 0 0 71 29 

血圧＋脂質 6 3 3 0 24 12 10 1 

血糖＋脂質 12 3 16 3 55 29 40 21 

血糖＋血圧 13 2 5 1 4 4 2 2 

血糖＋血圧＋脂質 13 4 3 2 27 13 11 2 

※40歳以上

※各健康リスクの受診勧奨判定値、保健指導判定値は厚生労働省「標準的な健診・保健指導プログラム」に準拠している。
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分析10 ジェネリック利用状況

（全体）

全体 10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

数量2016 63.20 47.84 62.84 71.20 64.14 66.57 67.35 56.91

金額2016 35.82 21.80 40.36 49.92 36.24 36.48 45.02 32.59
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分析10 ジェネリック利用状況

順位漢字名称 薬効分類名 後発品漢字名称

1 ヒルドイドソフト軟膏０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

2 ヒルドイドローション０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

3
メイアクトＭＳ小児用細粒１０％ １０
０ｍｇ

主としてグラム陽性・陰性菌に作用する
もの

セフジトレンピボキシル小児用細粒１０％「ＣＨ」 １
００ｍｇ

4
オゼックス細粒小児用１５％ １５０ｍ
ｇ

合成抗菌剤
トスフロキサシントシル酸塩細粒小児用１５％「タカタ」
１５０ｍｇ

5 ホクナリンテープ１ｍｇ 気管支拡張剤 ツロブテロールテープ１ｍｇ「サワイ」

6 オノンドライシロップ１０％ その他のアレルギー用薬 プランルカストドライシロップ１０％「ＡＦＰ」

7 ムコダインＤＳ５０％ 去たん剤 Ｃ－チステン細粒５０％

8 アレロック顆粒０．５％ その他のアレルギー用薬 オロパタジン塩酸塩顆粒０．５％「トーワ」

9 ホクナリンテープ０．５ｍｇ 気管支拡張剤 ツロブテロールテープ０．５「オーハラ」 ０．５ｍｇ

10 ジルテックドライシロップ１．２５％ その他のアレルギー用薬 セチリジン塩酸塩ＤＳ１．２５％「タカタ」

順位漢字名称 薬効分類名 後発品漢字名称

1 静注用フローラン１．５ｍｇ その他の循環器官用薬 エポプロステノール静注用１．５ｍｇ「タイヨー」

2 ヒルドイドソフト軟膏０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

3 ヒルドイドローション０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

4 アレロックＯＤ錠５ ５ｍｇ その他のアレルギー用薬 オロパタジン塩酸塩錠５ｍｇ「杏林」

5 アレグラ錠６０ｍｇ その他のアレルギー用薬 フェキソフェナジン塩酸塩錠６０ｍｇ「ＣＥＯ」

6 ホクナリンテープ２ｍｇ 気管支拡張剤 ツロブテロールテープ２ｍｇ「日医工」

7 アレロック錠５ ５ｍｇ その他のアレルギー用薬 オロパタジン塩酸塩錠５ｍｇ「杏林」

8 オノンカプセル１１２．５ｍｇ その他のアレルギー用薬 プランルカストカプセル１１２．５ｍｇ「科研」

9 グリベック錠１００ｍｇ その他の腫瘍用薬 イマチニブ錠１００ｍｇ「オーハラ」

10 アレジオン錠２０ ２０ｍｇ その他のアレルギー用薬 アズサレオン錠２０ ２０ｍｇ

順位漢字名称 薬効分類名 後発品漢字名称

1 ヒルドイドローション０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

2 ヒルドイドソフト軟膏０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

3 アサコール錠４００ｍｇ その他の消化器官用薬 メサラジン腸溶錠４００ｍｇ「ファイザー」

4 アレグラ錠６０ｍｇ その他のアレルギー用薬 フェキソフェナジン塩酸塩錠６０ｍｇ「ＣＥＯ」

5 ペンタサ錠５００ｍｇ その他の消化器官用薬 メサラジン錠５００ｍｇ「ＡＫＰ」

6 ジェイゾロフト錠５０ｍｇ 精神神経用剤 セルトラリン錠５０ｍｇ「杏林」

7 ジェイゾロフト錠２５ｍｇ 精神神経用剤 セルトラリン錠２５ｍｇ「杏林」

8 アンテベート軟膏０．０５％ 鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤 アンフラベート０．０５％ローション

9 ルナベル配合錠ＬＤ 混合ホルモン剤 フリウェル配合錠ＬＤ

10
クラビット錠５００ｍｇ （レボフロキサシ
ンとして）

合成抗菌剤
レボフロキサシン錠５００ｍｇ「杏林」 （レボフロキサ
シンとして）

順位漢字名称 薬効分類名 後発品漢字名称

1 ヒルドイドソフト軟膏０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

2 グリベック錠１００ｍｇ その他の腫瘍用薬 イマチニブ錠１００ｍｇ「オーハラ」

3 アサコール錠４００ｍｇ その他の消化器官用薬 メサラジン腸溶錠４００ｍｇ「ファイザー」

4 アレグラ錠６０ｍｇ その他のアレルギー用薬 フェキソフェナジン塩酸塩錠６０ｍｇ「ＣＥＯ」

5 ヒルドイドローション０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

6 プログラフカプセル１ｍｇ 他に分類されない代謝性医薬品 タクロリムスカプセル１ｍｇ「ファイザー」

7 ジェイゾロフト錠２５ｍｇ 精神神経用剤 セルトラリン錠２５ｍｇ「杏林」

8 ペンタサ錠５００ｍｇ その他の消化器官用薬 メサラジン錠５００ｍｇ「ＡＫＰ」

9 ジェイゾロフト錠５０ｍｇ 精神神経用剤 セルトラリン錠５０ｍｇ「杏林」

10 アンテベート軟膏０．０５％ 鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤 アンフラベート０．０５％ローション

順位漢字名称 薬効分類名 後発品漢字名称

1 グリベック錠１００ｍｇ その他の腫瘍用薬 イマチニブ錠１００ｍｇ「オーハラ」

2 プログラフカプセル１ｍｇ 他に分類されない代謝性医薬品 タクロリムスカプセル１ｍｇ「ファイザー」

3 アサコール錠４００ｍｇ その他の消化器官用薬 メサラジン腸溶錠４００ｍｇ「ファイザー」

4 静注用フローラン１．５ｍｇ その他の循環器官用薬 エポプロステノール静注用１．５ｍｇ「タイヨー」

5 ヒルドイドソフト軟膏０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

6
モーラステープＬ４０ｍｇ １０ｃｍ×
１４ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤 パッペンＫパップ３０ｍｇ １０ｃｍ×１４ｃｍ

7 アレグラ錠６０ｍｇ その他のアレルギー用薬 フェキソフェナジン塩酸塩錠６０ｍｇ「ＣＥＯ」

8 ジェイゾロフト錠５０ｍｇ 精神神経用剤 セルトラリン錠５０ｍｇ「杏林」

9 ヒルドイドローション０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％

10 ジェイゾロフト錠２５ｍｇ 精神神経用剤 セルトラリン錠２５ｍｇ「杏林」

順位漢字名称 薬効分類名 後発品漢字名称

1
モーラステープＬ４０ｍｇ １０ｃｍ×
１４ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤 パッペンＫパップ３０ｍｇ １０ｃｍ×１４ｃｍ

2 プラビックス錠７５ｍｇ その他の血液・体液用薬 クロピドグレル錠７５ｍｇ「ＡＡ」
3 プログラフカプセル１ｍｇ 他に分類されない代謝性医薬品 タクロリムスカプセル１ｍｇ「ファイザー」
4 グリベック錠１００ｍｇ その他の腫瘍用薬 イマチニブ錠１００ｍｇ「オーハラ」
5 ヒルドイドソフト軟膏０．３％ 血液凝固阻止剤 エアリートクリーム０．３％
6 アレグラ錠６０ｍｇ その他のアレルギー用薬 フェキソフェナジン塩酸塩錠６０ｍｇ「ＣＥＯ」
7 アサコール錠４００ｍｇ その他の消化器官用薬 メサラジン腸溶錠４００ｍｇ「ファイザー」

8
ロキソニンテープ１００ｍｇ １０ｃｍ×
１４ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤
ロキソプロフェンＮａテープ１００ｍｇ「三友」 １０ｃｍ
×１４ｃｍ

9 ユニシア配合錠ＨＤ 血圧降下剤 カムシア配合錠ＬＤ「サンド」

10
モーラステープ２０ｍｇ ７ｃｍ×１０
ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤
ケトプロフェンテープ２０ｍｇ「日医工」 ７ｃｍ×１０ｃ
ｍ

順位漢字名称 薬効分類名 後発品漢字名称

1
モーラステープＬ４０ｍｇ １０ｃｍ×
１４ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤 パッペンＫパップ３０ｍｇ １０ｃｍ×１４ｃｍ

2 プラビックス錠７５ｍｇ その他の血液・体液用薬 クロピドグレル錠７５ｍｇ「ＡＡ」

3
モーラステープ２０ｍｇ ７ｃｍ×１０
ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤
ケトプロフェンテープ２０ｍｇ「日医工」 ７ｃｍ×１０ｃ
ｍ

4
ロキソニンテープ１００ｍｇ １０ｃｍ×
１４ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤
ロキソプロフェンＮａテープ１００ｍｇ「三友」 １０ｃｍ
×１４ｃｍ

5 グリベック錠１００ｍｇ その他の腫瘍用薬 イマチニブ錠１００ｍｇ「オーハラ」
6 パリエット錠１０ｍｇ 消化性潰瘍用剤 ラベプラゾールナトリウム錠１０ｍｇ「ＣＨＯＳ」
7 ユニシア配合錠ＨＤ 血圧降下剤 カムシア配合錠ＬＤ「サンド」
8 リピトール錠１０ｍｇ 高脂血症用剤 アトルバスタチン錠１０ｍｇ「サンド」
9 エックスフォージ配合錠 血圧降下剤 アムバロ配合錠「杏林」
10 タケプロンＯＤ錠１５ １５ｍｇ 消化性潰瘍用剤 ランソプラゾールＯＤ錠１５ｍｇ「ＤＫ」

順位漢字名称 薬効分類名 後発品漢字名称

1
モーラステープＬ４０ｍｇ １０ｃｍ×
１４ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤 パッペンＫパップ３０ｍｇ １０ｃｍ×１４ｃｍ

2 プラビックス錠７５ｍｇ その他の血液・体液用薬 クロピドグレル錠７５ｍｇ「ＡＡ」

3
ロキソニンテープ１００ｍｇ １０ｃｍ×
１４ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤
ロキソプロフェンＮａテープ１００ｍｇ「三友」 １０ｃｍ
×１４ｃｍ

4 グリベック錠１００ｍｇ その他の腫瘍用薬 イマチニブ錠１００ｍｇ「オーハラ」

5
モーラステープ２０ｍｇ ７ｃｍ×１０
ｃｍ

鎮痛，鎮痒，収斂，消炎剤
ケトプロフェンテープ２０ｍｇ「日医工」 ７ｃｍ×１０ｃ
ｍ

6 キサラタン点眼液０．００５％ 眼科用剤 ラタノプロスト点眼液０．００５％「ＴＳ」

7 オパルモン錠５μｇ その他の血液・体液用薬 リマルモン錠５μｇ

8 ヒアレイン点眼液０．１％ ５ｍＬ 眼科用剤 ヒアルロン酸Ｎａ点眼液０．１％「杏林」 ５ｍＬ

9 プレタールＯＤ錠１００ｍｇ その他の血液・体液用薬 ファンテゾール錠１００ １００ｍｇ

10 タケプロンＯＤ錠１５ １５ｍｇ 消化性潰瘍用剤 ランソプラゾールＯＤ錠１５ｍｇ「ＤＫ」

（全体）※2016年度のジェネリック削減余地が大きい医薬品（金額順）

0-9歳

10-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-74歳
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重点テーマ② 被扶養者の特定健診受診率向上 ー未受診者への受診勧奨等ー

重点テーマ① 被保険者の特定保健指導実施率向上 ー事業主との連携等ー

重点テーマ③ 被扶養者の特定保健指導実施率向上 ー厚労省モデル事業の展開等ー

重点テーマ④ 加入者の健康意識向上 ーインセンティブの効果的活用等ー

重点テーマ⑥ ジェネリック利用促進対策を講じる ー広報・啓発の推進等ー

重点テーマ⑤ 糖尿病性腎症の重症化予防支援の推進 ー医療専門職による指導等ー

【第2期データヘルスのコンセプト】

1

後期高齢者支援金減算指標の要件に対応する

第1期の振り返りをベースに、改善点を盛り込む

データヘルス計画を確実に実施することで、第2期で重視される
コラボヘルスに確実に対応する

他健保の模範となる優秀な取組みを実施し、モデル健保継続を目指す

以上の取組みにより、加入者の健康増進と健保財政の安定運営に資する
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フジクラグループ

一次予防 基盤整備 二次予防等

【第2期データヘルス計画で実施する保健事業（コラボヘルスのイメージ）】

事業主（健康経営） 連携（コラボヘルス） 健保組合（データヘルス）

高

中

低

なし

ICT活用

食事対策（健康増進プログラム）

過重労働対策（メンタルヘルス）

飲酒対策（節酒プログラム）

呼吸器対策（喘息・アレルギー）

禁煙対策（禁煙プロジェクト）

運動対策（骨太プロジェクト）

職場環境改善

歯科対策（啓発・健診）

がん対策（人間ドック・婦人科）

がん対策（追加がん検査）

脳疾患対策（脳ドック）

中リスク対策（かくれ肥満撲滅）

低リスク対策（特定保健指導）

高リスク対策（不整脈・心雑音）

高リスク対策（糖尿病性腎症）

中リスク対策（薬局による指導）

データ活用

効果的なアプローチが可能
身体測定（運動機能検査）

プレゼンティーイズム測定

健康相談（ファーストコール）

中リスク対策（キャンペーンコール）

呼吸器対策（インフルエンザ予防）

ジェネリック対策・医療費通知
2
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【第1期データヘルス計画の総括】

重点テーマ①：被扶養者の特定健診の受診率を向上させる

重点テーマ②：被保険者の特定保健指導の実施率を向上させる

重点テーマ③：高リスク層、中リスク層、低リスク層に合わせた生活習慣病予防事業を展開する

重点テーマ⑤：事業主の各種施策により、従業員の健康増進（生活習慣改善等）に資する

重点テーマ⑥：歯科健診・インフルエンザ予防接種を推進する

重点テーマ④：人間ドック・がん検診・脳ドックを推進する

重点テーマ⑦：広報やICTを活用した情報提供等を積極的に推進する

【成果】 ①健保組合と事業主の連携基盤を構築（体制整備）
②法定義務の特定健診を十分な水準で実施
③必要な保健事業を十分にカバーし、継続実施

重点テーマ⑧：ジェネリック医薬品の利用率を向上させる

①特定保健指導の実施率向上、被扶養者に対する保健指導の機会提供

②加入者の健康増進を目的とした、タイムリーかつわかりやすい情報提供
3

積み残した課題
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STEP２ 健康課題の抽出
No. STEP1

対応項目 基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 優先すべき
課題

1

＜加入者分析（2016年度）＞
・加入者のうち、人数が多い（ボリュームゾーン）は①男性被保険者の40〜
49歳と女性被扶養者の40〜49歳である。
・40歳未満（若年者）の人数は40歳代と比較すると相対的に少ないが、50
歳代よりは多い。今後、当健保の加入者は40歳以上が高齢化するとともに、
新たに40歳になる層は少ないため、全体的に高齢化が進むことが想定される
。
・長期的（10年程度）にみると、加入者構成の逆ピラミッド型への変化に伴
い、医療費が高額になる層の増加が想定される。

 ＜加入者の高齢化への対応＞
・現在のボリュームゾーンの層は特定健診・特定保健指導の対象者であ
ることから、最優先で実施する。
・現在の50歳以上の層には、すでに生活習慣病が重症化している方が存
在することから、重症化予防事業を実施する。
・現在の若年層は、人数は比較的少ないが将来的に特定保健指導の対象
になる方であることから、情報提供等の若年層対策を実施し、早期の生
活習慣改善を促す。



2

＜医療費分析（2012〜2016年度）＞
・一人当たり医療費は上昇傾向であったが、2015→2016年度は若干減少し
た。
・一人当たり医療費は約154,700円であり、健保平均約143,000円より高い
水準である（2015年度で比較）。
・医療費が増加する主な要因は高額医療費の発生である（年間1,000万円以
上等）。
・加齢に伴い医療費は増加するが、特に50歳代になると増加する。とくに、
男性の増加が顕著である。

 ＜疾病予防の推進＞
・当健保の医療費は加入者の年齢構成を考慮すると高額ではないが、今
後の高齢化の中でも健康で、活き活きと暮らしていただくような保健事
業に取り組んでいく。
・なお、高額医療費の発生は避けられない状況であるが、その中でも予
防可能な疾病については積極的に予防対策に取り組んでいく。



3

＜疾病別医療費分析（2016年度）＞
【疾病大分類】
・総医療費が高額なのは呼吸器疾患、新生物、循環器疾患である。また、レ
セプト1件当たり医療費が高額なのは新生物、循環器疾患、腎尿路疾患であ
る。
・最も着目する疾病は、被保険者では循環器疾患、被扶養者では呼吸器疾患
である。
・なお、未成年（0〜19歳）では圧倒的に呼吸器疾患が高額であり、前期高
齢者（65〜74歳）では循環器疾患である。
【疾病中分類】
・男性は40歳以上の高血圧性疾患と糖尿病、女性は高血圧性疾患と乳がんに
着目する。

 ＜生活習慣病対策＞
・医療費が高額となり、かつ健保が実施する健診等の結果から予防が可
能と言われる生活習慣病対策を実施する。
・基本的には循環器疾患対策とし、医療機関受診勧奨等の脳卒中、虚血
性心疾患の対策を講じる。
・また、人数は少ないが一人当たり医療費が高額になる腎尿路疾患（糖
尿病性腎症からの人工透析）の予防に取り組んでいく。
＜がん対策＞
・がん検診を継続実施し、対象部位のがんの早期発見・早期治療による
QOL（患者の生活）向上に取り組む。
・なお、がん対策は事業主における施策（治療と仕事の両立）にも貢献
する。
・特に、保有者が多い乳がんのほか、胃がん、大腸がんの対策を重点的
に実施する。



ア

イ

ウ

1



4

＜高額医療費分析（2016年度）＞
・人工透析導入者数は3人、うち新規導入者は1人である。
・総医療費のうち、高額医療費の方（年間医療費の上位2％）が約42％の医
療費を要している。
・高額医療費の方が保有する疾病は主に①生活習慣病の重症化疾患（人工透
析・脳卒中・虚血性心疾患）　②がん　③その他（妊娠に伴う疾病や難病な
ど）である。

 ＜疾病予防対策＞
・高額医療費を要する疾病のうち、①生活習慣病の重症化疾患と②がん
（がん検診で発見可能な部位に限る）の疾病予防対策に取り組む。
・なお、③その他の疾病は健保の保健事業で予防することは困難である
と考えている。



5

＜特定健診分析（2016年度）＞
・被保険者は定期健診と共同実施しており、受診率は94％と高水準である。
※健保連平均85.5％（2015年度）
・被扶養者は主婦健診、けんぽ共同健診等を実施しており、受診率は61％で
ある。※健保連平均42.1％（2015年度）
・被扶養者の特定健診受診率も高水準と考えているが、2013〜2016年度に
かけて、4年連続未受診者が34％であるので、一度も健診を受けずに重症化
してしまうケースを防ぐ必要がある。

 ＜特定健診受診率向上対策＞
・被保険者は全事業主からの確実なデータ受領を継続実施していく。そ
の際に、受領もれがないような確認を実施する。
・被扶養者はさらなる主婦健診の周知（受診のメリットや安価であるこ
と、受けやすさ等）を実施する。また、未受診者に対するハガキによる
受診勧奨及び複数年連続未受診者に対する受診勧奨を継続実施する。



6

＜特定保健指導分析（2016年度）＞
・被保険者は外部委託の上、事業所施設による実施（コラボヘルス）である
が、実施事業所が少ないことを主な要因として実施率は6.1％にとどまって
いる。※健保連平均15.7％（2015年度）
・被扶養者は、被保険者を有線していることから現時点では特定保健指導を
実施していない。※健保連平均7.6％（2015年度）

 ＜特定保健指導実施率向上対策＞
・被保険者は健保と事業主（人事・総務）、委託事業者が連携し、特定
保健指導を重点実施する。事業所説明会等により特定保健指導の協力を
依頼し、対象事業所を増やしていく。
・被扶養者は外部委託において、最適な実施方法（健診機関での当日実
施やICTを活用した特定保健指導等）を今後検討していく。



7

＜健康リスク分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・BMIリスク保有率は28.6％、腹囲リスク保有率は40.6％
・空腹時血糖リスク保有率は34.1％、HbA1cリスク保有率は35.6％
・収縮期血圧リスク保有率は23.4％、拡張期血圧リスク保有率は21.7％
・中性脂肪リスク保有率は25.4％、HDLコレステロールリスク保有率は4.7
％、LDLコレステロールリスク保有率は53.3％
・上記健康リスクは基本的に男性が高く、加齢とともに上昇し、また、40歳
代時点でも一定の保有者が存在する。
・喫煙率は30％、血圧リスク保有率は40〜42％、血糖
リスク保有率は33〜35％、脂質リスク保有率は65〜68％の水準である。
・当健保の被保険者は男性が多いため、各健康リスクは健保連平均（公表デ
ータ）と比較すると高くなっているが、ピークの2014年度と比較すると直
近2年間は若干改善している。

 ＜生活習慣病対策＞
・左記健康リスクを、当健保が実施する生活習慣病対策により、下げて
いく。
・特定保健指導を基本とし、重症化予防、受診勧奨、若年層対策を組み
合わせる。
・なお、広報や事業所と連携した健康増進プログラムなどのポピュレー
ションアプローチも組み合わせる。



エ

オ

カ

キ
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8

＜生活習慣・改善意識分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・定期的な運動習慣がない方は71.3％、歩くのが遅い割合は57.3％
・20歳から体重が10kg増加した方は43.1％
・就寝前に飲食する方は30.8％、夕食後に間食する方は17.1％、朝食を抜く
方は17.1％、食事ペースが早い方は33.7％
・毎日飲酒する方は43.1％、飲酒時に3合以上飲む方は5.6％
・睡眠不足と感じている方は28.5％
・喫煙率は31.3％である。
・それぞれの生活習慣は直近3年間で横ばいと考えている。

 - 

9

＜高リスク分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・肥満であり、かつ血糖、血圧、脂質の全ての医療機関受診勧奨レベルの健
康リスクを保有している方が90人（うち、服薬者46人、服薬なし者44人）
なお、これらの方のうち多くが喫煙者でもあり、さらなる健康リスクを保有
している。
・非肥満であり、かつ血糖、血圧、脂質の全ての医療機関受診勧奨レベルの
健康リスクを保有している方が40人（うち、服薬者13人、服薬なし者27人
）なお、これらの方のうち多くが喫煙者でもあり、さらなる健康リスクを保
有している。

 ＜医療機関受診勧奨対策＞
・左記のような受診勧奨レベルの健康リスクを保有しているにもかかわ
らず、医療機関にかかっていない者に対する受診勧奨を継続していく。
＜喫煙対策＞
・高リスク保有者ほど喫煙率が高い等の要因から、禁煙支援として、禁
煙成功者に対する禁煙外来補助等を実施。



10

＜ジェネリック分析（2013〜2016年度）＞
・2016年度（年間）のジェネリック利用率は数量ベースで63.2％、金額ベ
ースで35.8％であり、国の平均を若干下回るペースと考えている。

 ＜ジェネリック利用促進＞
・定期的な差額通知の送付（対象範囲の見直しを含む）
・定期的なジェネリック利用希望シールの配布
を継続するとともに、削減余地が大きい医薬品は、軟膏や花粉症、湿布
など日常でよく使われる医薬品であるため、今後、医薬品に関する広報
も検討していく。



11

＜サマリー＞
・当健保では、第2期データヘルス計画においてさらに効果的・効率的な保
健事業を実施していくため、事業所と健康問題を共有化し、保健事業への事
業所の協力を得ながら進めていく。

 ＜コラボヘルス＞
・左記対策のため、以下を重点テーマとする。
①：被扶養者の特定健診の受診率を向上させる
②：被保険者の特定保健指導の実施率を向上させる
③：重症化予防事業を導入するとともに、実施者から新規工透析導入者
を出さない
④：受診勧奨事業を継続させ、治療が必要な方の早期医療機関受診を勧
勧奨する
⑤：事業所ごとの情報提供を進め、生活習慣改善と健康意識の課題を共
有する
⑥：広報等を積極的に進め、生活習慣改善と健康意識向上に資する
⑦：ジェネリック医薬品の利用率を向上させる



基本情報

ク

ケ

コ

サ
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No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

保健事業の実施状況
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点
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STEP３ 保健事業の実施計画

事業の一覧
職場環境の整備
　予算措置なし 　コラボヘルス（職場環境改善）
　予算措置なし 　コラボヘルス（健康推進体制整備）
　予算措置なし 　コラボヘルス（産業医療職連携）
　予算措置なし 　コラボヘルス（事業主との情報共有会議）
加入者への意識づけ
　保健指導宣伝 　個別的情報提供（KW21-Connect）
　保健指導宣伝 　健保ホームページ運営
　保健指導宣伝 　ジェネリック利用促進
　保健指導宣伝 　医療費通知
　疾病予防 　運動対策（歩数イベント）
　予算措置なし 　禁煙対策（禁煙プロジェクト）
　予算措置なし 　歯科対策（啓発・歯科健診）
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健康診査
　特定健康診査事業 　婦人科健診
　特定保健指導事業 　特定保健指導
　疾病予防 　重症化予防プログラム（糖尿病性腎症）
　疾病予防 　主婦健診
　疾病予防 　任意継続者健診（前期高齢者対策）
　疾病予防 　人間ドック
　疾病予防 　脳ドック
　疾病予防 　胃がんリスク検診（ピロリ菌検査）
　疾病予防 　胃がん健診（X線）
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種補助
　疾病予防 　歯科健診・歯科保健指導の実施
　疾病予防 　オンライン健康相談
　直営保養所 　保養所の運営
　その他 　生活習慣病予防指導
　予算措置なし 　家庭用常備薬斡旋
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。

事業全体の目的
【加入者の健康増進と医療費の適正化】
フジクラグループ健康宣言に基づき
事業主と強力に連携し、加入者（従業員と家族の意）の健康増進に取り組む
組織的な支援と専門職の活用を重視し、長期的な視点を持ち健康増進に取り組む

事業全体の目標
【健康増進の目標】
①加入者の健康意識の向上（行動変容を目指す）
②加入者の生活習慣の改善（具体的な食事、運動等の改善を目指す）
③加入者の健康リスクの低下（生活習慣病リスクの低下を目指す）
【医療費適正化の目標】
①重症化予防、特定保健指導推進による生活習慣病医療費の適正化
②ジェネリック利用促進による調剤医療費の適正化
③がんの早期発見・早期治療による医療費の適正化（長期的な課題）

1



職場環境の整備
予
算
措
置
な
し

1 既
存

コラボヘルス
（職場環境改
善）

母体企
業 男女

18
〜
74

被保険
者 ２ シ 職場環境改善のための、健保組合と労働安

全衛生委員会や事業主との連携事業 ア,イ コラボヘルス（職場環境改善） 0●健保組合と労働安全衛生委員会や事業主との連携事業 コラボヘルス（職場環境改善）

＜サマリー＞
・当健保では、第2期データヘルス計画におい
てさらに効果的・効率的な保健事業を実施し
ていくため、事業所と健康問題を共有化し、
保健事業への事業所の協力を得ながら進めて
いく。

職場環境改善(【実績値】-　【目標値】令和3年度：1回)職場環境改善を実施した回数（具体的な改善を実績評価） 本事業単独でのアウトカム設定に馴染まないため
(アウトカムは設定されていません)

1 既
存

コラボヘルス
（健康推進体
制整備）

母体企
業 男女

18
〜
74

被保険
者 ２ シ

母体事業主の健康経営及び当健保のデータ
ヘルス計画の推進を両輪で進め、コラボヘ
ルスの実効性を上げるための体制整備

ア,イ
コラボヘルスガイドラインに準拠した事業
主との情報共有、役割分担、情報セキュリ
ティの確率など

0●コラボヘルスガイドラインに準拠した事業主との情報共有、役割分担、情報セキュリティの確率
など 職場環境の整備

＜サマリー＞
・当健保では、第2期データヘルス計画におい
てさらに効果的・効率的な保健事業を実施し
ていくため、事業所と健康問題を共有化し、
保健事業への事業所の協力を得ながら進めて
いく。

体制整備(【実績値】-　【目標値】令和3年度：1回)体制整備を実施した回数（具体的な整備を実績評価） 本事業単独でのアウトカム設定に馴染まないため
(アウトカムは設定されていません)

1 既
存

コラボヘルス
（産業医療職
連携）

母体企
業 男女

18
〜
74

被保険
者 ２ シ

事業主（各地区ごと）の産業医療職と密な
連携により、当健保の保健事業をより効果
的に実施する

ア,イ 事業所ごとの情報共有や協力依頼を進め、
具体的な連携活動を実施 0●事業所ごとの情報共有や協力依頼を進め、具体的な連携活動を実施 職場環境の整備

＜サマリー＞
・当健保では、第2期データヘルス計画におい
てさらに効果的・効率的な保健事業を実施し
ていくため、事業所と健康問題を共有化し、
保健事業への事業所の協力を得ながら進めて
いく。

健康増進施策数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：4件)※健康増進プログラム、骨太プロジェクト、禁煙プロジェクト、節酒プログラムが該当
現時点で本事業のアウトカム測定が困難であるため
なお、事業主においてはアウトカムを測定している
(アウトカムは設定されていません)

1 既
存

コラボヘルス
（事業主との
情報共有会議
）

全て 男女
0

〜
74

加入者
全員 １ シ - ア,イ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜サマリー＞
・当健保では、第2期データヘルス計画におい
てさらに効果的・効率的な保健事業を実施し
ていくため、事業所と健康問題を共有化し、
保健事業への事業所の協力を得ながら進めて
いく。

開催回数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：12回)- 本事業単独でのアウトカム設定に馴染まないため
(アウトカムは設定されていません)

加入者への意識づけ

保
健
指
導
宣
伝

2,3 既
存

個別的情報提
供（KW21-Co
nnect）

全て 男女
18
〜
74

加入者
全員 １ エ - ウ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜健康リスク分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・BMIリスク保有率は28.6％、腹囲リスク保有
率は40.6％
・空腹時血糖リスク保有率は34.1％、HbA1c
リスク保有率は35.6％
・収縮期血圧リスク保有率は23.4％、拡張期
血圧リスク保有率は21.7％
・中性脂肪リスク保有率は25.4％、HDLコレ
ステロールリスク保有率は4.7％、LDLコレス
テロールリスク保有率は53.3％
・上記健康リスクは基本的に男性が高く、加
齢とともに上昇し、また、40歳代時点でも一
定の保有者が存在する。
・喫煙率は30％、血圧リスク保有率は40〜42
％、血糖
リスク保有率は33〜35％、脂質リスク保有率
は65〜68％の水準である。
・当健保の被保険者は男性が多いため、各健
康リスクは健保連平均（公表データ）と比較
すると高くなっているが、ピークの2014年度
と比較すると直近2年間は若干改善している。

ユーザID発行率(【実績値】-　【目標値】令和3年度：100％)対象者に対するユーザID発行率 現時点で本事業のアウトカム測定が困難であるため
(アウトカムは設定されていません)

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

注2)
事業名

対象者 注3)
実施
主体

注4)
プロセス

分類
実施方法

注5)
ストラク

チャー
分類

実施体制 予算額
(千円) 実施計画 事業目標 健康課題との関連対象

事業所 性別 年
齢 対象者

アウトプット指標 アウトカム指標
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2,4,5 既
存

健保ホームペ
ージ運営 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 １ エ - ス - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜健康リスク分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・BMIリスク保有率は28.6％、腹囲リスク保有
率は40.6％
・空腹時血糖リスク保有率は34.1％、HbA1c
リスク保有率は35.6％
・収縮期血圧リスク保有率は23.4％、拡張期
血圧リスク保有率は21.7％
・中性脂肪リスク保有率は25.4％、HDLコレ
ステロールリスク保有率は4.7％、LDLコレス
テロールリスク保有率は53.3％
・上記健康リスクは基本的に男性が高く、加
齢とともに上昇し、また、40歳代時点でも一
定の保有者が存在する。
・喫煙率は30％、血圧リスク保有率は40〜42
％、血糖
リスク保有率は33〜35％、脂質リスク保有率
は65〜68％の水準である。
・当健保の被保険者は男性が多いため、各健
康リスクは健保連平均（公表データ）と比較
すると高くなっているが、ピークの2014年度
と比較すると直近2年間は若干改善している。

更新回数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：12回)- 本事業単独でのアウトカム設定に馴染まないため
(アウトカムは設定されていません)

7 既
存

ジェネリック
利用促進 全て 男女

15
〜
74

基準該
当者 １ キ - ス - -

●定期的な差額通知
●利用希望シール配布
●切替効果測定
●周知、啓発

調剤医療費の適正化
＜ジェネリック分析（2013〜2016年度）＞
・2016年度（年間）のジェネリック利用率は
数量ベースで63.2％、金額ベースで35.8％で
あり、国の平均を若干下回るペースと考えて
いる。

送付回数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：2回)- 利用率(【実績値】-　【目標値】令和3年度：74％)数量ベース

2 既
存 医療費通知 全て 男女

18
〜
74

基準該
当者 １ ス - ス - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜医療費分析（2012〜2016年度）＞
・一人当たり医療費は上昇傾向であったが、2
015→2016年度は若干減少した。
・一人当たり医療費は約154,700円であり、健
保平均約143,000円より高い水準である（201
5年度で比較）。
・医療費が増加する主な要因は高額医療費の
発生である（年間1,000万円以上等）。
・加齢に伴い医療費は増加するが、特に50歳
代になると増加する。とくに、男性の増加が
顕著である。

通知回数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：2回)- 本事業単独でのアウトカム設定に馴染まないため
(アウトカムは設定されていません)

疾
病
予
防

5 既
存

運動対策（歩
数イベント） 全て 男女

18
〜
74

被保険
者 ３ ア,エ - ア,イ,ウ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜生活習慣・改善意識分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・定期的な運動習慣がない方は71.3％、歩く
のが遅い割合は57.3％
・20歳から体重が10kg増加した方は43.1％
・就寝前に飲食する方は30.8％、夕食後に間
食する方は17.1％、朝食を抜く
方は17.1％、食事ペースが早い方は33.7％
・毎日飲酒する方は43.1％、飲酒時に3合以上
飲む方は5.6％
・睡眠不足と感じている方は28.5％
・喫煙率は31.3％である。
・それぞれの生活習慣は直近3年間で横ばいと
考えている。

参加率(【実績値】-　【目標値】令和3年度：30％)- 現時点で本事業のアウトカム測定が困難であるため
(アウトカムは設定されていません)

予
算
措
置
な
し

5 既
存

禁煙対策（禁
煙プロジェク
ト）

母体企
業 男女

18
〜
74

被保険
者 ２ エ,オ,シ - ア,イ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜生活習慣・改善意識分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・定期的な運動習慣がない方は71.3％、歩く
のが遅い割合は57.3％
・20歳から体重が10kg増加した方は43.1％
・就寝前に飲食する方は30.8％、夕食後に間
食する方は17.1％、朝食を抜く
方は17.1％、食事ペースが早い方は33.7％
・毎日飲酒する方は43.1％、飲酒時に3合以上
飲む方は5.6％
・睡眠不足と感じている方は28.5％
・喫煙率は31.3％である。
・それぞれの生活習慣は直近3年間で横ばいと
考えている。

参加者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：20人)※事業主において測定 ※事業主において測定
(アウトカムは設定されていません)

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

注2)
事業名

対象者 注3)
実施
主体

注4)
プロセス

分類
実施方法

注5)
ストラク

チャー
分類

実施体制 予算額
(千円) 実施計画 事業目標 健康課題との関連対象

事業所 性別 年
齢 対象者

アウトプット指標 アウトカム指標

3



3,4 既
存

歯科対策（啓
発・歯科健診
）

母体企
業 男女

18
〜
74

被保険
者 ２ ウ,キ,ク - イ,ウ - -

●基本的に前年度実施事業を踏襲
●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し 
今年度実施しない理由：-

● -

歯科健診受診率(【実績値】-　【目標値】令和3年度：30％)- 歯科受診者(【実績値】-　【目標値】令和3年度：50％)歯科受診勧奨した者のうち、歯科レセプトから受診が確認できた者の割合（当該年度内）
個別の事業

特
定
健
康
診
査
事
業

3,4

既
存(

法
定)

特定健康診査 全て 男女
40
〜
74

被保険
者,被扶

養者
３

イ,エ,オ,カ
,キ,ク,ケ,
コ,シ

- ア,イ,ウ,エ
,オ,コ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜特定健診分析（2016年度）＞
・被保険者は定期健診と共同実施しており、
受診率は94％と高水準である。
※健保連平均85.5％（2015年度）
・被扶養者は主婦健診、けんぽ共同健診等を
実施しており、受診率は61％である。※健保
連平均42.1％（2015年度）
・被扶養者の特定健診受診率も高水準と考え
ているが、2013〜2016年度にかけて、4年連
続未受診者が34％であるので、一度も健診を
受けずに重症化してしまうケースを防ぐ必要
がある。

受診率(【実績値】36.7％　【目標値】令和3年度：81％)- 積極的支援対象率(【実績値】-　【目標値】令和3年度：15％)・積極的支援対象率は法定報告の項番33で測定（数字は未満が目標）
- 動機付支援対象率(【実績値】-　【目標値】令和3年度：15％)・動機付け支援対象率は法定報告の項番40で測定（数字は未満が目標）

3 既
存 婦人科健診 全て 女性

18
〜
74

加入者
全員 １ イ,ウ,キ - コ,ス - - 事業者と共同実施 がんの早期発見・早期治療

＜特定健診分析（2016年度）＞
・被保険者は定期健診と共同実施しており、
受診率は94％と高水準である。
※健保連平均85.5％（2015年度）
・被扶養者は主婦健診、けんぽ共同健診等を
実施しており、受診率は61％である。※健保
連平均42.1％（2015年度）
・被扶養者の特定健診受診率も高水準と考え
ているが、2013〜2016年度にかけて、4年連
続未受診者が34％であるので、一度も健診を
受けずに重症化してしまうケースを防ぐ必要
がある。

受診率(【実績値】-　【目標値】令和3年度：60％)- 当該事業にはアウトカム指標はなじまないため
(アウトカムは設定されていません)

特
定
保
健
指
導
事
業

4

既
存(

法
定)

特定保健指導 全て 男女
40
〜
74

基準該
当者 １ イ,エ,オ,キ

,コ,シ - ア,イ,ウ,ク
,コ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜特定保健指導分析（2016年度）＞
・被保険者は外部委託の上、事業所施設によ
る実施（コラボヘルス）であるが、実施事業
所が少ないことを主な要因として実施率は6.1
％にとどまっている。※健保連平均
15.7％（2015年度）
・被扶養者は、被保険者を有線していること
から現時点では特定保健指導を実施していな
い。※健保連平均7.6％（2015年度）

実施率(【実績値】18.6％　【目標値】令和3年度：40.1％)- 特定保健指導による特定保健指導対象者の減少率(【実績値】-　【目標値】令和3年度：30％)・特定保健指導による特定保健指導対象者の減少率は法定報告の項番31で測定

疾
病
予
防

4 既
存

重症化予防プ
ログラム（糖
尿病性腎症）

全て 男女
18
〜
74

基準該
当者 ３ イ,エ,キ,ク - ア,イ,ウ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜高リスク分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・肥満であり、かつ血糖、血圧、脂質の全て
の医療機関受診勧奨レベルの健康リスクを保
有している方が90人（うち、服薬者46人、服
薬なし者44人）
なお、これらの方のうち多くが喫煙者でもあ
り、さらなる健康リスクを保有している。
・非肥満であり、かつ血糖、血圧、脂質の全
ての医療機関受診勧奨レベルの健康リスクを
保有している方が40人（うち、服薬者13人、
服薬なし者27人
）なお、これらの方のうち多くが喫煙者でも
あり、さらなる健康リスクを保有している。

実施者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：10人)- 人工透析新規導入者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：0人)実施者の翌年度の人工透析新規導入者数

3,4 既
存 主婦健診 全て 女性

30
〜
74

被扶養
者 １ イ,オ,カ,キ

,ク,コ - ウ,エ,オ,ク - -●基本的に前年度実施事業を踏襲
●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜特定健診分析（2016年度）＞
・被保険者は定期健診と共同実施しており、
受診率は94％と高水準である。
※健保連平均85.5％（2015年度）
・被扶養者は主婦健診、けんぽ共同健診等を
実施しており、受診率は61％である。※健保
連平均42.1％（2015年度）
・被扶養者の特定健診受診率も高水準と考え
ているが、2013〜2016年度にかけて、4年連
続未受診者が34％であるので、一度も健診を
受けずに重症化してしまうケースを防ぐ必要
がある。

実施者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：1,000人)- 本事業単独でのアウトカム測定が困難であるため
(アウトカムは設定されていません)

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

注2)
事業名

対象者 注3)
実施
主体

注4)
プロセス

分類
実施方法

注5)
ストラク

チャー
分類

実施体制 予算額
(千円) 実施計画 事業目標 健康課題との関連対象

事業所 性別 年
齢 対象者

アウトプット指標 アウトカム指標

4



3,5 既
存

任意継続者健
診（前期高齢
者対策）

全て 男女
40
〜
74

定年退
職予定
者,任意
継続者

１ イ,ウ,キ - ア,イ,ウ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲
●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜特定健診分析（2016年度）＞
・被保険者は定期健診と共同実施しており、
受診率は94％と高水準である。
※健保連平均85.5％（2015年度）
・被扶養者は主婦健診、けんぽ共同健診等を
実施しており、受診率は61％である。※健保
連平均42.1％（2015年度）
・被扶養者の特定健診受診率も高水準と考え
ているが、2013〜2016年度にかけて、4年連
続未受診者が34％であるので、一度も健診を
受けずに重症化してしまうケースを防ぐ必要
がある。

受診者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：10人)- 本事業単独でのアウトカム設定に馴染まないため
(アウトカムは設定されていません)

3 既
存 人間ドック 全て 男女

30
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ イ,ウ,オ - ウ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜疾病別医療費分析（2016年度）＞
【疾病大分類】
・総医療費が高額なのは呼吸器疾患、新生物
、循環器疾患である。また、レセプト1件当た
り医療費が高額なのは新生物、循環器疾患、
腎尿路疾患である。
・最も着目する疾病は、被保険者では循環器
疾患、被扶養者では呼吸器疾患である。
・なお、未成年（0〜19歳）では圧倒的に呼吸
器疾患が高額であり、前期高齢者（65〜74歳
）では循環器疾患である。
【疾病中分類】
・男性は40歳以上の高血圧性疾患と糖尿病、
女性は高血圧性疾患と乳がんに着目する。

受診者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：500人)- 本事業単独でのアウトカム設定に馴染まないため
(アウトカムは設定されていません)

3 既
存 脳ドック 全て 男女

30
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ ス - ス - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜疾病別医療費分析（2016年度）＞
【疾病大分類】
・総医療費が高額なのは呼吸器疾患、新生物
、循環器疾患である。また、レセプト1件当た
り医療費が高額なのは新生物、循環器疾患、
腎尿路疾患である。
・最も着目する疾病は、被保険者では循環器
疾患、被扶養者では呼吸器疾患である。
・なお、未成年（0〜19歳）では圧倒的に呼吸
器疾患が高額であり、前期高齢者（65〜74歳
）では循環器疾患である。
【疾病中分類】
・男性は40歳以上の高血圧性疾患と糖尿病、
女性は高血圧性疾患と乳がんに着目する。

受診人数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：50人)- 現時点で本事業のアウトカム測定が困難であるため
(アウトカムは設定されていません)

3 既
存

胃がんリスク
検診（ピロリ
菌検査） 全て 男女

18
〜
74

被保険
者 １ ウ - ウ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜疾病別医療費分析（2016年度）＞
【疾病大分類】
・総医療費が高額なのは呼吸器疾患、新生物
、循環器疾患である。また、レセプト1件当た
り医療費が高額なのは新生物、循環器疾患、
腎尿路疾患である。
・最も着目する疾病は、被保険者では循環器
疾患、被扶養者では呼吸器疾患である。
・なお、未成年（0〜19歳）では圧倒的に呼吸
器疾患が高額であり、前期高齢者（65〜74歳
）では循環器疾患である。
【疾病中分類】
・男性は40歳以上の高血圧性疾患と糖尿病、
女性は高血圧性疾患と乳がんに着目する。

受診者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：50人)- 現時点で測定が困難
(アウトカムは設定されていません)

3 既
存

胃がん健診（X
線） 全て 男女

30
〜
74

被保険
者 １ ウ - ウ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜疾病別医療費分析（2016年度）＞
【疾病大分類】
・総医療費が高額なのは呼吸器疾患、新生物
、循環器疾患である。また、レセプト1件当た
り医療費が高額なのは新生物、循環器疾患、
腎尿路疾患である。
・最も着目する疾病は、被保険者では循環器
疾患、被扶養者では呼吸器疾患である。
・なお、未成年（0〜19歳）では圧倒的に呼吸
器疾患が高額であり、前期高齢者（65〜74歳
）では循環器疾患である。
【疾病中分類】
・男性は40歳以上の高血圧性疾患と糖尿病、
女性は高血圧性疾患と乳がんに着目する。

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

注2)
事業名

対象者 注3)
実施
主体

注4)
プロセス

分類
実施方法

注5)
ストラク

チャー
分類

実施体制 予算額
(千円) 実施計画 事業目標 健康課題との関連対象

事業所 性別 年
齢 対象者

アウトプット指標 アウトカム指標

5



受診者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：50人)- 現時点で測定が困難
(アウトカムは設定されていません)

3 既
存

インフルエン
ザ予防接種補
助

全て 男女
18
〜
74

加入者
全員 １ ア - キ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜疾病別医療費分析（2016年度）＞
【疾病大分類】
・総医療費が高額なのは呼吸器疾患、新生物
、循環器疾患である。また、レセプト1件当た
り医療費が高額なのは新生物、循環器疾患、
腎尿路疾患である。
・最も着目する疾病は、被保険者では循環器
疾患、被扶養者では呼吸器疾患である。
・なお、未成年（0〜19歳）では圧倒的に呼吸
器疾患が高額であり、前期高齢者（65〜74歳
）では循環器疾患である。
【疾病中分類】
・男性は40歳以上の高血圧性疾患と糖尿病、
女性は高血圧性疾患と乳がんに着目する。

補助人数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：1,000人)- 現時点で本事業のアウトカム測定が困難であるため
(アウトカムは設定されていません)

2,3,4 新
規

歯科健診・歯
科保健指導の
実施

全て 男女
0

〜
74

加入者
全員 １ ケ,ス - ス - - 全国展開の歯科健診取次サービスと契約 歯周病予防

＜健康リスク分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・BMIリスク保有率は28.6％、腹囲リスク保有
率は40.6％
・空腹時血糖リスク保有率は34.1％、HbA1c
リスク保有率は35.6％
・収縮期血圧リスク保有率は23.4％、拡張期
血圧リスク保有率は21.7％
・中性脂肪リスク保有率は25.4％、HDLコレ
ステロールリスク保有率は4.7％、LDLコレス
テロールリスク保有率は53.3％
・上記健康リスクは基本的に男性が高く、加
齢とともに上昇し、また、40歳代時点でも一
定の保有者が存在する。
・喫煙率は30％、血圧リスク保有率は40〜42
％、血糖
リスク保有率は33〜35％、脂質リスク保有率
は65〜68％の水準である。
・当健保の被保険者は男性が多いため、各健
康リスクは健保連平均（公表データ）と比較
すると高くなっているが、ピークの2014年度
と比較すると直近2年間は若干改善している。

受診者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：100人)- 当該事業にはアウトカム指標はなじまないため
(アウトカムは設定されていません)

2,3,5,
6

既
存

オンライン健
康相談 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 １ シ,ス - ス - - オンライン健康相談 メンタル疾患予防

＜疾病別医療費分析（2016年度）＞
【疾病大分類】
・総医療費が高額なのは呼吸器疾患、新生物
、循環器疾患である。また、レセプト1件当た
り医療費が高額なのは新生物、循環器疾患、
腎尿路疾患である。
・最も着目する疾病は、被保険者では循環器
疾患、被扶養者では呼吸器疾患である。
・なお、未成年（0〜19歳）では圧倒的に呼吸
器疾患が高額であり、前期高齢者（65〜74歳
）では循環器疾患である。
【疾病中分類】
・男性は40歳以上の高血圧性疾患と糖尿病、
女性は高血圧性疾患と乳がんに着目する。

利用件数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：200件)- 当該事業にはアウトカム指標はなじまないため
(アウトカムは設定されていません)

直
営
保
養
所

5 既
存 保養所の運営 全て 男女

0
〜（

上
限
な
し）

基準該
当者 １ ス - ス - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜生活習慣・改善意識分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・定期的な運動習慣がない方は71.3％、歩く
のが遅い割合は57.3％
・20歳から体重が10kg増加した方は43.1％
・就寝前に飲食する方は30.8％、夕食後に間
食する方は17.1％、朝食を抜く
方は17.1％、食事ペースが早い方は33.7％
・毎日飲酒する方は43.1％、飲酒時に3合以上
飲む方は5.6％
・睡眠不足と感じている方は28.5％
・喫煙率は31.3％である。
・それぞれの生活習慣は直近3年間で横ばいと
考えている。

利用者数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：200人)- 本事業単独でのアウトカム設定に馴染まないため
(アウトカムは設定されていません)

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

注2)
事業名

対象者 注3)
実施
主体

注4)
プロセス

分類
実施方法

注5)
ストラク

チャー
分類

実施体制 予算額
(千円) 実施計画 事業目標 健康課題との関連対象

事業所 性別 年
齢 対象者

アウトプット指標 アウトカム指標
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そ
の
他

3,4 既
存

生活習慣病予
防指導 全て 男女

18
〜
74

基準該
当者 ３ イ,エ,オ - ア,イ,ウ - -

●基本的に前年度実施事業を踏襲
●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し 
今年度実施しない理由：-

●

＜健康リスク分析（2016年度）＞
※被保険者の40歳以上
・BMIリスク保有率は28.6％、腹囲リスク保有
率は40.6％
・空腹時血糖リスク保有率は34.1％、HbA1c
リスク保有率は35.6％
・収縮期血圧リスク保有率は23.4％、拡張期
血圧リスク保有率は21.7％
・中性脂肪リスク保有率は25.4％、HDLコレ
ステロールリスク保有率は4.7％、LDLコレス
テロールリスク保有率は53.3％
・上記健康リスクは基本的に男性が高く、加
齢とともに上昇し、また、40歳代時点でも一
定の保有者が存在する。
・喫煙率は30％、血圧リスク保有率は40〜42
％、血糖
リスク保有率は33〜35％、脂質リスク保有率
は65〜68％の水準である。
・当健保の被保険者は男性が多いため、各健
康リスクは健保連平均（公表データ）と比較
すると高くなっているが、ピークの2014年度
と比較すると直近2年間は若干改善している。

参加回数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：1回)- 現時点で本事業のアウトカム測定が困難であるため
(アウトカムは設定されていません)

予
算
措
置
な
し

8 既
存

家庭用常備薬
斡旋 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 １ ア,エ - ケ - -●基本的に前年度実施事業を踏襲

●必要に応じてストラクチャー、プロセスを見直し ●

＜医療費分析（2012〜2016年度）＞
・一人当たり医療費は上昇傾向であったが、2
015→2016年度は若干減少した。
・一人当たり医療費は約154,700円であり、健
保平均約143,000円より高い水準である（201
5年度で比較）。
・医療費が増加する主な要因は高額医療費の
発生である（年間1,000万円以上等）。
・加齢に伴い医療費は増加するが、特に50歳
代になると増加する。とくに、男性の増加が
顕著である。

実施回数(【実績値】-　【目標値】令和3年度：2回)- 現時点で測定が困難
(アウトカムは設定されていません)

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) 事業名の後に「*」がついている事業は共同事業を指しています。
注３) １．健保組合  ２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用  ３．健保組合と事業主との共同事業
注４) ア．加入者等へのインセンティブを付与  イ．受診状況の確認（要医療者・要精密検査者の医療機関受診状況）  ウ．受診状況の確認（がん検診・歯科健診の受診状況）  エ．ＩＣＴの活用（情報作成又は情報提供でのＩＣＴ活用など）  オ．専門職による対面での健診結果の説明  カ．他の保険者と共同で集計データを持ち寄って分析を実施

キ．定量的な効果検証の実施  ク．対象者の抽出（優先順位づけ、事業所の選定など）  ケ．参加の促進（選択制、事業主の協力、参加状況のモニタリング、環境整備）  コ．健診当日の面談実施・健診受診の動線活用  サ．保険者以外が実施したがん検診のデータを活用  シ．事業主と健康課題を共有  ス．その他
注５) ア．事業主との連携体制の構築  イ．産業医または産業保健師との連携体制の構築  ウ．専門職との連携体制の構築（産業医・産業保健師を除く）  エ．他の保険者との共同事業  オ．他の保険者との健診データの連携体制の構築  カ．自治体との連携体制の構築  キ．医療機関・健診機関との連携体制の構築  ク．保険者協議会との連携体制の構築

ケ．その他の団体との連携体制の構築  コ．就業時間内も実施可（事業主と合意）  サ．運営マニュアルの整備（業務フローの整理）  シ．人材確保・教育（ケースカンファレンス∕ライブラリーの設置）  ス．その他

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

注2)
事業名

対象者 注3)
実施
主体

注4)
プロセス

分類
実施方法

注5)
ストラク

チャー
分類

実施体制 予算額
(千円) 実施計画 事業目標 健康課題との関連対象

事業所 性別 年
齢 対象者

アウトプット指標 アウトカム指標

7


